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3. 分析方法
　本稿では、第一に環境認知と色彩認知との関
係性について分析するための指標として新たな
言語イメージスケール1）2）を構築し、比較する。
　第二に色彩認知 3D モデル3）を用い、2003 年
と 2012 年の色彩認知の変化を視覚化する。
3-1. イメージスケールの構築
　図 -3 に本稿で新たに構築した言語イメージ
スケールを示す。
　図 -2 の横軸（WARM・COOL）と縦軸（SOFT・
HARD）の基準と、表 -2 に示すアンケートの言
語を合わせ、中心から 0、±1、±2を表す円形
の言語イメージスケールを構築した。
3-2.2003 年と 2012 年の比較
　2003 年と 2012 年の渋谷に対するイメージを
図 -5 に示す言語イメージスケールにより比較
する。
　また、既往研究で構築した色彩認知 3D モデ
ルを2003年と 2012年の色彩認知を元に作成し、
図 -6 に示す。

1. 研究の背景と目的
　本稿は前項に引き継ぐものであり、本研究で
は渋谷地域の 2003 年と 2012 年の調査データを
比較し分析することで、約 10 年の経過による
色彩構成が与える心理的効果と環境認知及び行
動特性との関係性の変化を考察した。
　その１では、渋谷地域における 2003 年と
2012 年の行動特性に関する比較を行った。本稿
では、同地域の 2003 年と 2012 年の色彩認知と
環境認知との関係性の比較を行う。

2. 調査対象地域及び調査内容
2-1. 調査概要
　調査対象地域は東京都渋谷区渋谷（図 -1）で
ある。
　

　
　調査期間は以下に示す。
            2003 年 5 月
            2012 年 7 月・8月
2-2. 調査方法
　調査は、一般の人の認知を明らかにするため
に、現地においてアンケートを行った。内容は
その 1で示す通りである。
　渋谷地域における被験者の概要を表 -1 に示
す。

表 -1　渋谷地域における被験者概要

6. まとめ
　本稿において渋谷地域における 2003 年と
2012 年の環境認知の比較により得られた研究成
果を以下に示す。

言語イメージ
・2012 年では、いくつかの言語で広がりを見せ
つつも、全体的には±1の円上に寄っている傾
向が見られる。
・2003 年と 2012 年の年代別の比較では、年代
が上がるごとに変化が大きくなり、特に 30 代
以上の比較では、2003 年に比べ 2012 年は「明
るい」「強い」などのはっきりしたイメージを
持たなくなっていることがわかる。
・10 代、20 代では、「変化のある」「特徴的な」
というイメージを持つ人が増えた。

色彩認知　
・全体的に色相 R、色相 Yの認知が多いのは
2012 年と 2003 年であまり変化がない。
・2012 年は 2003 年に比べ、特に 20 代以上の年
代で、色相 BG、色相 PB が増加し、色相 GY が
減少している。
・トーン Vp などの明るめの色の認知は、20 代
以下の年代では 2003 年に比べ 2012 年の方が少
なくなっているが、30 代以上では多くなってい
る。
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3. 分析方法
　本稿では、第一に環境認知と色彩認知との関
係性について分析するための指標として新たな
言語イメージスケール1）2）を構築し、比較する。
　第二に色彩認知 3D モデル3）を用い、2003 年
と 2012 年の色彩認知の変化を視覚化する。
3-1. イメージスケールの構築
　図 -3 に本稿で新たに構築した言語イメージ
スケールを示す。
　図 -2 の横軸（WARM・COOL）と縦軸（SOFT・
HARD）の基準と、表 -2 に示すアンケートの言
語を合わせ、中心から 0、±1、±2を表す円形
の言語イメージスケールを構築した。
3-2.2003 年と 2012 年の比較
　2003 年と 2012 年の渋谷に対するイメージを
図 -5 に示す言語イメージスケールにより比較
する。
　また、既往研究で構築した色彩認知 3D モデ
ルを2003年と 2012年の色彩認知を元に作成し、
図 -6 に示す。

1. 研究の背景と目的
　本稿は前項に引き継ぐものであり、本研究で
は渋谷地域の 2003 年と 2012 年の調査データを
比較し分析することで、約 10 年の経過による
色彩構成が与える心理的効果と環境認知及び行
動特性との関係性の変化を考察した。
　その１では、渋谷地域における 2003 年と
2012 年の行動特性に関する比較を行った。本稿
では、同地域の 2003 年と 2012 年の色彩認知と
環境認知との関係性の比較を行う。

2. 調査対象地域及び調査内容
2-1. 調査概要
　調査対象地域は東京都渋谷区渋谷（図 -1）で
ある。
　

　
　調査期間は以下に示す。
            2003 年 5 月
            2012 年 7 月・8月
2-2. 調査方法
　調査は、一般の人の認知を明らかにするため
に、現地においてアンケートを行った。内容は
その 1で示す通りである。
　渋谷地域における被験者の概要を表 -1 に示
す。

表 -1　渋谷地域における被験者概要

6. まとめ
　本稿において渋谷地域における 2003 年と
2012 年の環境認知の比較により得られた研究成
果を以下に示す。

言語イメージ
・2012 年では、いくつかの言語で広がりを見せ
つつも、全体的には±1の円上に寄っている傾
向が見られる。
・2003 年と 2012 年の年代別の比較では、年代
が上がるごとに変化が大きくなり、特に 30 代
以上の比較では、2003 年に比べ 2012 年は「明
るい」「強い」などのはっきりしたイメージを
持たなくなっていることがわかる。
・10 代、20 代では、「変化のある」「特徴的な」
というイメージを持つ人が増えた。

色彩認知　
・全体的に色相 R、色相 Yの認知が多いのは
2012 年と 2003 年であまり変化がない。
・2012 年は 2003 年に比べ、特に 20 代以上の年
代で、色相 BG、色相 PB が増加し、色相 GY が
減少している。
・トーン Vp などの明るめの色の認知は、20 代
以下の年代では 2003 年に比べ 2012 年の方が少
なくなっているが、30 代以上では多くなってい
る。

　

言語イメージ
・2003 年は点にばらつきが見られるが、比較的 SOFT-HARD 軸を境に WARM 軸寄りに点が集中している。 
・2012 年はばらつきがさらに強く見られ、WARM 軸に寄っているというよりは±1の円上に点が集中し
ていることから、はっきりとしたイメージを持つ人が減ったと考えられる。
・SOFT 軸から COOL 軸の間の範囲には点があまりないことは、2003 年、2012 年共に共通している。
色彩認知
・2003 年、2012 年共に色相 Rの認知が多いのは変わらないが、2012 年で色相 RP、色相 YR、色相 GY、
色相 Bが減少し、色相 G、色相 BG、色相 PB、色相 Pが増加しているという大きな変化が見られる。
・トーンごとでは、2003 年より 2012 年の方がトーン Vp などの色の認知が増えている。

[注釈]
注1）カラーチャート
　色の3属性である色相、明度、彩度のうち、明度と
彩度を合わせてトーンとして表現し、色を色相×ト
ーンで表した表。有彩色について10色相×12トーン
に区分した120色と無彩色について明度10段階に区分
した10色、計130色で構成される。
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<色相>
R(Red) YR(Yellow Red) Y(Yellow) 
GY(GreenYellow) G(Green) 
BG(BlueGreen) B(Blue) PB(PurpleBlue) 
P(Purple)RP(RedPurple)
<トーン>　
V(Vividさえた）S(Strongつよい）
B(Brightあかるい）P(Paleうすい）
Vp(Very Palとてもうすい）Lgr(Light 
grayishあかるい灰みの）L(Lightあさ
い）Gr（Grayish灰みの）Dl(Dullにぶ
い）Dp(Deepこい）Dk(Dark暗い）
Dgr(Darkgrayish暗い灰みの）
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